
第 108回番組審議委員会議事録 

 

１．開催年月日 

令和 4年 8月 20日（土） 

２．開催場所 

  スターピア下松２階 会議室４ 

３．委員出席者（委員総数 7名） 

出席 5名、 欠席 2名、 事務局   

4．議題 

 （1）番組・イベントについて 

（2）地域力アッププロジェクト 

（3）番組審議 

５．議事の概要 

（1）番組・イベントについて 

     ・7/20（水）9:30～訓練放送 

    ・7/27（水）SEW 番組新担当 瀬来未央 

    ・8/2（火）14:00～ キリンビバレッジ 14時の時報 CMスタート（1ヶ月のみ） 

    ・8/10（水）11:00～国民保護訓練放送 

    ・8/19（金）「凪の島」ロードショー 

    ・8/20（土）ラジオくらぶ（八代小）K ビジョン「タウンニュース」取材 

    ・8/27（土）、２９（月）末武中 千々松先生職場体験 

    ・9/7（水）～9/15（木）定期登録点検（中継局 6局）無線従事者立会い 

    ・9/11（日）13:30～第 11回周南ジャズフェスタ（スターピア） 

    ・9/20（火）周南市 無線 LAN点検（スタジオ・太華山、菅野） 

    ・9/21（水）9:30、45 周南市・下松市訓練放送 

    ・9/24（土）第 15回U-11サッカー大会 

    ・9/29（木）末武中 2年生への職業講話（Pe 松本） 

    ・10/1（土）～7（金）開局感謝祭 

① ラリーボイス 4時間生放送 ②フリーマガジン発行 

 （2）地域力アッププロジェクト 

    ・「こども新聞 63号」（9/30発行予定）編集中 

   ・フリーマガジン制作 

   

（3）番組審議 

     「激熱トーク！ 地産地笑～もっとお酒を楽しもう～」 

             放送日時 7月 16日（土）17時 30分～19時 

聞き手 ： 水津 香織 

             語り手 ： 原田 康宏 さん（株式会社 はつもみぢ 代表取締役社長） 

                   山田 祐史 さん（ESPOA やまだや） 

徳山 由美子 さん（地酒イベント主催） 

 

 



6．審議内容 

「激熱トーク！ 地産地笑～もっとお酒を楽しもう～」 

          放送日時 7月 16日（土）17時 30分～19時 

聞き手 ： 水津 香織 

          語り手 ： 原田 康宏 さん（株式会社 はつもみぢ 代表取締役社長） 

                山田 祐史 さん（ESPOA やまだや） 

徳山 由美子 さん（地酒イベント主催） 

            「酒造り」「お酒の販売」「地元イベント」それぞれの視点から、お酒の魅力や 

お酒を通した地域とのかかわりについて語っていただきました。 

 

 ・盛りだくさんの内容だったし、出演者（聞き手＋語り手）4名の人選も良かった。 

  お酒に関わる大人たちがまじめに話していて面白かった。 

  「はつもみぢ」の原田さんの「康宏語録」、徳山さんのほんとにお酒の好きな人のコメントが面白かった。 

  いっしょに飲んでみたいと思った。 

  「あなたにとってお酒とは？」について、90分を上手く使っていた。永久保存にしたい。 

  商店街の昭和な部分を取り戻せたらいいなと思った。 

 ・聞きながら、日本酒が飲みたいと思った。また、こういうトークはラジオがいいと改めて思った。 

  山田さんはだいぶ緊張されていたが、いいバランスの人選だった。 

  トーク番組は、聞き手が重要。聞き手の水津がうまく各人の持ち味を引き出していたし、話の持っていき方がう

まい。聞いていて飽きない。 

  もう一度聞いてみたい。 

 ・人選が良い。各人が楽しみ方を話していたが、食とお酒の話しも面白い。 

  「はつもみぢ」の酒蔵？カフェ？テーマパークは興味深い。 

  「地酒横丁」をまたやりたいと思った。出店者の気持ちを後押しする番組と感じた。 

 ・自分はお酒を普段飲まない人間ですが、今回の 4名の絡みはとてもおもしろいものだった。 

原田さんはよくお酒をつくろう、と思い行動したなと。そこがもうおもしろい。 

話の途中途中で出てくる「康宏語録」からの水津さんの話の広げ方が上手い。 

語り手三名の立場でそれぞれ、ただただ自分のお酒ルーツを語る！というだけで十分聞く人にささる内容。 

お店情報など様々な情報がでてきたが、主題はぶれずに「酒」、カオスにならず聞けた。 

これまでの「激熱トーク」同様、数名の参加で主題は一つというシチュエーションがトークに幅をもたせつつ聞

きやすいという印象持った。 

 ・地域に密着した活動について取り上げているところがよい。（地元の話題だと実際に行ってみるということも 

  可能だし） 

  動くきっかけや思いについて語っているところが良い（実際に目指す人がいると思うから） 

  有名人やラジオパーソナリティが話すのではなく、実際に活動している人からの話しの方が聞いている方とし 

てはより身近に感じる。 

（FMから） 

 ・よい企画、番組になった。 

  マガジン掲載の書き起こしができ発行したら、また違った楽しみ方ができるはず。 

  地産地消は、コミュニティ FMのコンセプトと合致。 

  山口県の酒レベルが上がったのは、料飲組合・酒蔵・酒販店などが話し合い、努力してきた結果なので、これから

も応援していきたい。 



7．審議機関の答申又は意見に対してとった措置の内容 

参加者に、番組審議委員会での意見を報告した。 

再放送をすることに。また、今後の「激熱トーク」の展開を大事に進めたい。 

 

８．審議機関の答申又は意見の概要の公表 

    公表の方法  事務所への備置、自社ホームページへの掲載 

    公表の内容  議事録 

    公表年月日  令和 4年 ８月 ２６日 

 

９．その他参考事項  

次回審議会については決まり次第連絡いたします。 

 


